
学校だより
令和三年６月
第 １１７号
荒川区立南千住第二中学校

ナンちゃん・ニーくん
校長 松田 公好

部活動などの活躍

荒川区夏季総合体育大会

団体戦第３位
ソフトテニス部 男子・女子

≪ソフトテニス部≫

レスキュー部、
創部１０年目を迎えて

特別支援教育支援員

浦野 和美先生
皆さんの学校生活がより充実したもの
になるようにお手伝いしたいと思います。
何かあったら、遠慮なく声をかけて

下さい。

新しく赴任された
先生からのメッセージ！

都大会出場！

≪バスケットボール部≫
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ベスト５
〇〇 〇〇さん(3-2)

「１０年ひと昔」の言葉通り、確かに１０年という月日が経過すると世の中はずいぶん変わるものだと感じます。同時
に１０年前のことは昔のこととして忘れ去られることも多いため、大切なことは再確認しておきたいものです。
実は今年度、南二中レスキュー部は創部１０年目を迎えます。そこで、本校レスキュー部について、創部から現在
までの流れや目的などについて再確認しておきたいと思います。

レスキュー部はちょうど１０年前の平成２４年６月に創部されました。平成２３年に発生した東日本大震災で、被災
地の中学生が素晴らしい活躍をして地域に貢献したことを知った前任の齊藤進校長先生がつくったものです。創部
したときの部員数は６５名（全校生徒の２５％）で、「助けられる人から助ける人に」を合言葉に、防災・減災に関する
知識や技能を身に付け、防災意識の向上を目指しました。夏休みには学校に泊まっての『防災宿泊訓練』を実施
し、地域の防災訓練などにも参加しました。

その後、活動の幅は徐々に広がり、充実していきました。災害発生時に支援が必要な地域の高齢者の方と日頃か
ら顔見知りになっておくことを目的に始まった『絆ネットワーク活動』、同じく中学生と園児が触れ合っておくことで災
害時の支援をしやすくすることを目的に始めた『園児避難誘導訓練』が定期的な活動に加わりました。

活動内容が充実するとともに、こうした活動がしだいに広く認め
られるようになり、さまざまなメディアにも取り上げていただきまし
た。その結果、部員数は年々増え続け、最近では毎年全校生徒
の７割前後が部員となっています。荒川区や東京都からも防災
行事への参加依頼をいただくようになり、多くの防災行事に参加

させていただきました。

活動はさらに広がり、地域行事へのボランティア参加
や運動会前後に地域の方々に挨拶やお礼のお手紙を
お届けするなど『地域を大切にすること』にも重点が置
かれるようになりました。先日の運動会でもこの活動を
行い、これに対して「素晴らしい」とお褒めの言葉をくだ
さる方、わざわざお手紙を投函してくださった地域の方
もいらっしゃいました。

昨年度からコロナ禍のため、従来の活動ができない
状況が続きますが、本校レスキュー部が『防災意識の
向上』と『地域を大切にする心の育成』を目的に、発展

してきたことを改めて再認識しておきたいと思います。

創部１０年目を迎えたということは当時部員だった多くの卒業生たちが成人したことになります。つまりこの南千住
には防災知識とスキルを身に付けた防災意識の高い大人、地域を心から愛する大人がたくさんいることになります。
そして南二中のレスキュー部が活動を続ける限り、そんな大人が年々増え続けるのです。何と頼もしいことでしょう。

これからも、本校では地域学習やＪＲＣ活動と共に、レスキュー部の活動を継続・発展させることにより、『防災意
識の向上』と『地域を大切にする心の育成』を目指し、『災害に強いまちづくり』、『住みよいまちづくり』に貢献してい
きたいと思います。

ソフトテニス
部の皆さん

バスケットボール部
の皆さん



1年生 地域学習 2年生 校内勤労体験

３年生 修学旅行のしおり扉絵

5月28日（金）に、1年生の「地域学習」がはじまりました。第1回目となるこの日は、「南千住検定本」の編
集や学校だよりのマイスターコーナーの執筆に携わるなど、南千住地域の歴史や史跡に造詣の深い中陳
先生に講師をお願いして、南千住第二中学校にまつわる歴史や地域の伝説の学習をクラスごとに分かれ
て行いました。南千住二中の玄関前にある火力発電所の史跡を示す看板の前では、“南二中の校舎は以
前この地にあった東京電灯千住発電所からデザインを取り入れている”などの説明がありました。
１階ホールにある火力発電所やスカイツリーの模型の前では、 「おばけ煙突と呼ばれた千住火力発電所
や日本初の毛織物工場の千住製絨所」などの話を聞きました。そして片目の大緋鯉、千住大橋の大亀、
牧の野の大蛇の御輿などを回り、隅田川にまつわる妖怪伝説についての話を聞きました。最後に、1階
ホールの床に設置された南千住地域の明治時代の古地図を見学。これは、模型につけられた番号と地図
上の番号が連動しており、校舎の場所に以前あった火力発電所や千住大橋の位置や方向が示されていま
す。ここでは、地図を囲んで一人一人が南千住の今昔を比較し、地域の発展について学びました。南千住
地域の歴史や地域に伝わる伝承の数々に1年生は興味津々で、自分が生まれ育った街についての学習に
たいへん楽しく取り組みました。

6月11日（金）の総合の時間には、地域学習の2回目として、南千住の白地図の上に史跡や文化財を示
すシールを貼る「地図で探そう」を実施しました。班ごとに南千住地域周辺にある約40ヵ所の史跡・文化財
の場所を探しました。南千住検定本で調べたり、班員で一緒に考えたり話し合うなどして皆で力を合わせて
取り組みました。地図が完成すると、南千住地域は古くから江戸の玄関口として栄え、その様子を後世に伝
える多くの史跡に恵まれていることがわかります。
今後も南千住地域の史跡や神社・仏閣などを実際に見学する校外学習など
が予定されており、南二中の伝統である「南千住の歴史を語る南二中生」
を目指して地域学習を頑張っています。

中陳先生の話を熱心に
聞く１年生の皆さん

全１５種の職業の
求人票に集まる
2年生の皆さん。
早速はじめての履歴
書を書いて応募！

毎年7月に行われていた2年生の勤労留学
が今年度は感染症対策のため校外の
企業や店舗での仕事体験が中止と
なりました。しかし、将来の進路に
向けて考える機会として、また、
社会的常識やマナーを学ぶ機会
としても、2年生の勤労体験はとて
も意義深いこと。そこで、校内で
仕事に関わる活動を行ってもらい、
仕事の喜びややりがい、厳しさや
責任感などを学ぶための「校内勤労
体験」を実施することになりました。
職種は、新聞記者、作家、デザイナー、
漫画家、教師、栄養士、教材編集者、
保育士、看護師、図書館司書、介護福祉士、
農家、警察官、ツアーコンダクター、ゲームクリ
エーターの15種。5月26日(金)には求人票が貼り
出され、クラスごとに見学を行いました。仕事を選
んだら、面接を受けるための履歴書を作成。はじ
めて書く自己ＰＲなどに皆苦戦しながらも一生懸
命取り組みました。面接練習や希望の職種の面
接官との面接の実施を経て、6月28日(月)に採用が決まりました。 7月10日(土)の完成を目指して、そ
れぞれの職種で決められたテーマの作品や掲示物の作成を進めています。

6月に予定されていた修学旅行が緊急事態
宣言の延長により、3月に延期が予定されてい
ます。3年生は修学旅行に向けて様々な準備を
進めていたため、落胆することもあったようです
が、気持ちを切り替えて、進路に向けて全員の
希望が叶うことを心に誓い、授業に日々の生活
に最後の部活動に全力で取り組んでいます。
5月28日(金)には、「修学旅行のしおり表紙展
覧会」が3学年のフロアで開催され、投票で優
秀作品3点が選出されました。素晴らしい作品
の数々に教職員からは感嘆の声が上がってい
ました。

左から、〇〇〇〇さん(2組)、
〇〇〇〇〇さん(2組)、〇〇
〇〇さん(4組)の作品。


